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概説

構
成
／
大
迫 

力　
松
本 

創（
共
に
本
誌
）

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
も
あ
り
、
「
幕
末
ブ
ー
ム
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
こ
の
頃
。

し
か
し
、
こ
と
「
大
坂
の
幕
末
」
と
な
る
と
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

教
科
書
で
お
な
じ
み
の
有
名
人
た
ち
が
京
都
や
江
戸
、
あ
る
い
は
長
州
や
薩
摩
な
ど
で
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
夜
明
け
」
を
め
ぐ
る
攻
防
を
繰
り
広
げ
て
い
た
時
代
、

大
坂
の
人
々
は
何
を
思
い
、
ど
う
動
い
て
い
た
の
か
。

高
島
幸
次（
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
）

　
名
医
で
あ
り
、
蘭
学
の
大
家
で
あ

っ
た
緒
方
洪
庵
（「
健
康
」「
治
療
」

な
ど
も
洪
庵
の
訳
語
と
い
わ
れ
る
）

の
適
塾
に
集
ま
っ
た
塾
生
た
ち
の
猛

勉
強
ぶ
り
は
『
福
翁
自
伝
』
に
詳
し

い
。
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
入

門
し
、
第
10
代
塾
頭
を
務
め
た
福
沢

諭
吉
は
「
緒
方
の
書
生
は
学
問
上
の

こ
と
に
つ
い
て
は
ち
ょ
っ
と
も
怠
っ

た
こ
と
は
な
い
」
と
胸
を
張
る
。
そ

の
内
容
は
、
西
洋
医
学
や
物
理
の
原

書
を
自
ら
翻
訳
し
つ
つ
、
ひ
た
す
ら

読
み
進
む
こ
と
。
月
に
６
回
、
等
級

ご
と
に
会
読
が
あ
り
、
そ
れ
が
試
験

代
わ
り
だ
っ
た
。

　
諭
吉
の
平
均
的
な
１
日
は
こ
う

だ
。
夕
方
食
事
の
時
に
酒
を
飲
み
、

い
っ
た
ん
仮
眠
。
夜
10
時
ご
ろ
に
起

き
、
そ
こ
か
ら
夜
を
徹
し
て
書
を
読

む
。
夜
が
明
け
、
台
所
で
飯
炊
き
が

始
ま
る
の
を
合
図
に
一
寝
入
り
。
朝

飯
を
済
ま
せ
た
ら
銭
湯
へ
行
っ
て
朝

風
呂
。
戻
る
と
再
び
、
夕
方
ま
で
読

書
…
。

　
蘭
学
塾
生
だ
か
ら
、
開
国
か
鎖
国

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
開
国

派
だ
っ
た
が
、「
医
師
の
塾
で
あ
る

大
坂
幕
末
伝

殺されたのは堺の商人・大谷
仲之進。商品を買い込んで外
国と交易をしたことが反感を
買ったらしい。犯人である浪
士二人組も切腹したことが分
かり、大坂中の話題になった
と武兵衛の日記には記されて
いる。大阪大学日本史研究室
所蔵

史
料
で
読
む「
大
坂
の
幕
末
って
？
」❶

「
当
代一の
蘭
学
塾
」
に
学
ん
だ

緒
方
チ
ル
ド
レ
ン
の
気
風

月
４
日
の
二
度
、
大
坂
は
大
地
震
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。
特
に
11
月
の
地
震
は
高
潮
を
伴

い
、
大
坂
三
郷
だ
け
で
２
７
３
名
の
溺
死
者

を
出
し
た
。
我
が
国
で
は
、
古
く
か
ら
天
変

地
異
を
為
政
者
の
不
徳
や
失
政
の
せ
い
だ
と

見
る
災
異
思
想
が
浸
透
し
て
い
た
か
ら
、
黒

船
騒
動
と
地
震
被
害
は
、
人
々
に
世
情
不
安

を
抱
か
せ
る
に
充
分
だ
っ
た
。

　
大
地
震
の
翌
年（
安
政
２
年
・
１
８
５
５
）

３
月
９
日
、
22
歳
の
福
沢
諭
吉
は
緒
方
洪
庵

の
適
塾
に
入
門
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
遠
く
離

れ
た
庄
内
（
山
形
県
）
で
は
、
26
歳
の
清
河

八
郎
が
旅
行
の
準
備
に
忙
し
く
、
同
月
19
日

に
は
、
母
を
伴
っ
て
、
半
年
に
も
及
ぶ
西
国

大
旅
行
に
出
発
し
て
い
る
。

　
諭
吉
の
自
伝
『
福
翁
自
伝
』
に
は
、
４
年

に
亙
る
大
坂
で
の
塾
生
活
が
活
写
さ
れ
、
難

波
橋
近
く
の
牛
鍋
屋
で
酒
を
呑
ん
だ
と
い
う

よ
う
な
幕
末
大
坂
ら
し
い
風
景
も
描
か
れ
て

い
る
。
一
方
の
八
郎
は
、
旅
の
途
中
に
何
回

か
大
坂
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
紀
行
文
『
西
遊

草
』
に
、「（
大
坂
は
）
町
人
の
地
に
て
、
武

士
気
の
あ
る
ま
じ
き
所
」
と
興
味
深
い
感
想

を
記
し
た
。

黒
船
と
大
地
震
と
牛
鍋
屋

　
「
幕
末
」
と
い
え
ば
、
一
般
に
嘉
永
６
年

（
１
８
５
３
）
６
月
の
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航

以
後
を
い
う
。
し
か
し
、
大
坂
の
人
々
が
そ

れ
を
実
感
す
る
の
は
、翌
年
の
９
月
18
日
に
、

ロ
シ
ア
海
軍
中
将
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
率
い
る
軍

艦
「
デ
ィ
ア
ナ
号
」
が
天
保
山
沖
に
現
れ
た

と
き
だ
ろ
う
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
大
坂
町
奉

行
と
の
面
会
を
要
求
し
た
が
、
応
対
し
た
町

奉
行
所
の
与
力
ら
は
、
幕
府
の
方
針
に
従
っ

て
下
田
港
へ
回
航
す
る
こ
と
を
要
請
、
10
月

３
日
、
デ
ィ
ア
ナ
号
は
天
保
山
沖
か
ら
去
っ

た
。

　
デ
ィ
ア
ナ
号
の
停
泊
中
、
大
坂
城
代
・
町

奉
行
は
、
近
隣
諸
大
名
に
天
保
山
沿
岸
を
警

護
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
中
に
は
御
触
れ
を

出
し
、
流
言
飛
語
に
惑
わ
さ
れ
て
商
取
引
が

滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
し

か
し
、
天
保
山
に
は
黒
船
見
物
の
野
次
馬
が

集
ま
り
、
な
か
に
は
小
船
を
調
達
し
て
黒

船
に
漕
ぎ
寄
せ
る
ツ
ワ
モ
ノ
ま
で
出
た
と
い

う
。

　
こ
の
黒
船
騒
動
の
前
後
、
６
月
14
日
と
11

30
分
で
わ
か
る! 



　
町
人
た
ち
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
さ

ら
に
増
大
さ
せ
た
の
が
、こ
う
し
た「
張

紙
」。
不
正
を
は
た
ら
く
役
人
や
、
利

益
を
独
占
す
る
商
人
、
風
紀
を
乱
す
男

女
を
糾
弾
す
る
も
の
で
、
橋
の
た
も
と

や
市
場
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま

る
場
所
に
張
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
書
い

た
当
人
は
匿
名
。
幕
末
版
ツ
イ
ッ
タ
ー

も
し
く
は
ネ
ッ
ト
掲
示
板
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
例
え
ば
『
鍾
奇
齋
近
世
風
聞
雑
記
』

と
い
う
日
記
の
文
久
３
年（
１
８
６
３
）

８
月
10
日
の
項
に
は
、「
天
満
橋
ニ
張

紙
ア
リ
。
城
代
・
町
奉
行
以
下
諸
役
ノ

弊
風
ヲ
指
摘
シ
、
又
浪
士
ノ
挙
動
ヲ
風

諫
ス
。」
と
あ
る
。
同
じ
く
8
月
17
日

の
日
記
に
も
「
堂
島
市
場
茶
店
ニ
張
紙

ア
リ
。
買
占
ニ
ヨ
リ
米
穀
ヲ
騰
貴
セ
シ

ム
ル
者
、
速
ニ
其
罪
ヲ
改
メ
ザ
レ
バ
誅

戮
を
加
フ
ベ
キ
ヲ
告
グ
。」
と
あ
っ
て
、

こ
れ
は
米
を
買
い
占
め
て
値
段
を
吊
り

上
げ
る
商
人
に
改
め
な
け
れ
ば
危
害
を

加
え
る
と
い
う
脅
迫
文
で
あ
る
。

　
暗
殺
も
横
行
し
て
い
た
よ
う
で
、
張

紙
と
一
緒
に
生
首
が
置
か
れ
た
り
も
し

た
。
後
述
す
る
『
諸
事
用
向
日
加
栄
』

に
は
、
文
久
４
年
２
月
26
日
、
難
波
御

堂
の
前
で
首
が
晒
さ
れ
て
い
る
様
子
が

リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
件
の
積
み
重
ね
が
、
少
し
ず
つ
社
会

不
安
を
あ
お
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

塾と診療所を兼ねた適塾の所在地から、洪
庵は「過書町（現在の北浜３丁目）の先生」
と親しまれた。塾生が奪い合うようにして
使った辞書『ヅーフ・ハルマ』は、現在も
適塾に展示されている。

波は自分次第でい一○つでも
そこにある二○ものだが実は
どん三○なときでも目の前四
○にあるものなのだ五○海に
あるとは限ら六○ず山にある
かもし七○れないし自分の心

史
料
で
読
む「
大
坂
の
幕
末
っ
て
？
」❷

「
天
誅
な
う
」!? 

幕
末
版twitter

で
、

町
民
た
ち
の
不
安
増
す
。

か
ら
政
治
談
は
あ
ま
り
流
行
せ
ず
」。

地
位
や
金
儲
け
、
世
情
に
は
目
も
く
れ

ず
、
た
だ
た
だ
新
し
い
知
識
と
物
の
見

方
を
学
ぶ
こ
と
だ
け
に
喜
び
を
見
出
す

「
目
的
な
し
の
苦
学
」
が
、
結
果
的
に

ニ
ッ
ポ
ン
の
夜
明
け
を
担
う
人
材
を
多

数
育
て
た
の
だ
っ
た
。

政
局
変
転

８
年
後
の
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
２
月
、

清
河
八
郎
の
献
策
に
従
い
、
幕
府
は
上
洛
す

る
将
軍
・
家
茂
に
先
立
っ
て
、
将
軍
警
護
の

た
め
の
浪
士
組
を
上
洛
さ
せ
た
。
し
か
し
上

洛
直
後
、
八
郎
が
尊
王
攘
夷
を
旨
と
す
る
よ

う
に
扇
動
し
た
た
め
、
近
藤
勇
ら
は
浪
士
組

を
離
脱
し
て
壬
生
浪
士
組（
の
ち
の
新
選
組
）

を
結
成
し
た
。
彼
ら
の
京
都
に
お
け
る
活
躍

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
坂
で
の
足
跡
も
少

な
く
な
い
。

　
同
年
４
月
、
浪
士
組
は
今
橋
の
平
野
屋
か

ら
１
０
０
両
、
鴻
池
屋
か
ら
２
０
０
両
を
調

達
し
、
６
月
に
は
堂
島
で
大
坂
力
士
数
十
名

を
殺
傷
す
る
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
八
郎

は
『
西
遊
草
』
で
、
堂
島
を
見
物
し
た
際
に

「
大
阪
町
人
は
多
く
角
力
（
す
も
う
）
を
抱

え
あ
る
ゆ
え
に
、
角
力
の
い
ず
る
こ
と
夥
し

く
、堂
島
ば
か
り
に
て
八
十
人
も
い
で
た
る
」

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
か
つ
て
八
郎
が
見
か

け
た
力
士
が
こ
の
時
の
死
傷
者
の
中
に
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
年
、
京
都
で
は
「
八
月
十
八
日
の
政

変
」
に
よ
り
、
薩
摩
藩
な
ど
の
公
武
合
体
派

が
、
長
州
藩
ら
の
尊
王
攘
夷
派
を
京
都
か
ら

追
放
し
、
政
局
は
大
き
く
動
い
た
。
都
を
追

わ
れ
た
三
条
実
美
ら
尊
攘
派
公
卿
７
名
は
、

大
坂
の
長
州
蔵
屋
敷
を
経
由
し
て
長
州
に
落

ち
延
び
て
い
る
（
七
卿
落
ち
）。
こ
れ
に
先

立
ち
、
大
和
で
は
尊
攘
派
の
公
卿
・
中
山
忠

光
を
擁
し
た
天
誅
組
が
挙
兵
し
て
い
た
が
、

こ
の
政
変
に
よ
り
形
勢
不
利
と
な
り
、
ま
も

な
く
壊
滅
。
逃
れ
た
忠
光
は
、
翌
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
２
月
27
日
に
、
長
州
藩
蔵
屋

敷
に
逃
げ
込
ん
だ
後
に
、長
州
へ
向
か
っ
た
。

長
州
本
藩
で
は
、
勢
力
挽
回
の
た
め
に
千

数
百
名
の
軍
勢
を
上
洛
さ
せ
る
こ
と
を
決

し
、
こ
の
う
ち
家
老
・
福
原
越
後
の
率
い
る

５
０
０
名
が
、
６
月
22
日
に
長
州
藩
蔵
屋
敷

に
一
泊
し
て
い
る
。
長
州
軍
は
上
洛
後
、
鳥

羽
・
伏
見
で
薩
摩
藩
と
戦
端
を
開
い
た
が
、

７
月
18
日
の
禁
門
（
蛤
御
門
）
の
変
で
敗
退

し
た
。

長
州
藩
蔵
屋
敷
の
取
り
壊
し

　
長
州
藩
は
、
西
区
土
佐
堀
１
丁
目
（
大
阪

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
）
に
あ

っ
た
土
佐
堀
屋
敷
の
ほ
か
、
江
戸
堀
・
富
島

に
も
蔵
屋
敷
を
設
け
て
い
た
。
蔵
屋
敷
と
は

い
っ
て
も
、単
に
年
貢
米
や
特
産
物
を
貯
蔵・

販
売
す
る
た
め
の
倉
庫
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
藩
邸
と
し
て
使
用
さ
れ
、
有
事
に
は
兵

站
基
地
に
も
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
禁
門
の
変
に
勝
利
し
た
幕
府
は
、
７
月
22

日
に
朝
廷
か
ら
長
州
藩
追
討
の
勅
命
を
受
け

る
と
、
そ
の
翌
日
に
は
長
州
藩
邸
の
取
り
壊

し
を
命
じ
、８
月
に
は
軍
資
金
調
達
の
た
め
、

大
坂
の
富
商
１
０
０
余
人
に
２
万
７
０
０
０

貫
の
御
用
金
を
課
し
た
。
そ
の
翌
月
、
高
麗

橋
に
掲
出
さ
れ
た
「
張
紙
」
は
、
長
州
藩
邸

の
取
り
壊
し
は
「
無
益
無
体
」
だ
と
切
っ
て

捨
て
、
禁
門
の
変
の
た
め
に
「
米
薪
な
ど
諸

品
、
益
々
高
値
」
に
な
っ
た
と
痛
烈
に
批
判

し
て
い
る
。



　
さ
て
、
追
討
軍
の
総
督
に
任
じ
ら
れ
た
徳

川
慶
勝
（
前
尾
張
藩
主
）
は
、
１
万
２
０
０

０
余
の
軍
勢
を
率
い
、
10
月
15
日
に
は
津
村

坊
舎
（
現
、
津
村
別
院
）
に
陣
を
構
え
、
大

阪
城
に
諸
藩
の
家
老
を
集
め
て
軍
議
を
開
い

た
。
結
果
、
35
藩
15
万
人
の
軍
容
に
よ
る
出

兵
と
な
っ
た
が
、長
州
藩
が
恭
順
し
た
た
め
、

12
月
に
は
撤
収
が
決
ま
っ
た
。

　
興
味
深
い
の
は
、慶
応
２
年
（
１
８
６
５
）

５
月
29
日
に
長
州
藩
邸
跡
へ
の
参
拝
を
禁
止

す
る
御
触
れ
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
頃
、藩
邸
跡
地
に
参
拝
し
、絵
馬
を
掛
け
、

線
香
を
立
て
る
人
が
多
か
っ
た
の
だ
。
藩
邸

取
り
壊
し
を
批
判
し
、
跡
地
に
参
拝
す
る
心

情
は
、
大
坂
人
の
「
幕
府
き
ら
い
」
と
無
関

係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

内
山
彦
次
郎
の
暗
殺

　
こ
の
よ
う
な
不
穏
な
情
勢
の
な
か
、
大
坂

で
は
「
天
誅
」
が
横
行
し
た
。「
天
誅
」
と

は「
天
に
代
わ
っ
て
罰
す
る
」こ
と
を
い
う
。

先
の
「
天
誅
組
」
も
こ
の
思
想
に
よ
る
命
名

で
あ
る
。

　
元
治
元
年
５
月
20
日
、
西
町
奉
行
所
の
与

力
、
内
山
彦
次
郎
が
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
、
天

神
橋
南
詰
に
晒
さ
れ
た
事
件
は
衝
撃
だ
っ

た
。
今
橋
の「
張
紙
」に
は「
天
下
の
奸
賊
」

と
あ
り
、
京
都
四
条
の
「
張
紙
」
に
は
、
内

山
が
倒
幕
派
志
士
に
通
じ
て
物
価
を
吊
り
上

げ
た
こ
と
へ
の
「
天
誅
」
だ
と
あ
っ
た
。
事

実
、両
替
商
の
番
頭・平
野
屋
武
兵
衛
も
、「
筆

頭
与
力
に
て
得
手
勝
手
の
事
取
り
さ
ば
く
、

市
中
困
り
入
り
候
て
、
兼
ね
て
は
か
よ
う
の

儀
に
て
も
こ
れ
あ
る
べ
く
」
と
暗
殺
を
肯
定

す
る
か
の
よ
う
な
感
想
を
残
し
て
い
る
。

　
彦
次
郎
に
対
す
る
悪
評
は
、
17
年
前
に
彼

が
大
塩
平
八
郎
の
捕
縛
に
あ
た
っ
た
こ
と

に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
大
坂
市
中
、

殊
の
ほ
か
平
八
郎
を
貴
び
候
よ
し
、
甚
だ
し

き
は
焼
き
た
く
ら
れ
候
者
ま
で
少
し
も
怨
み

申
さ
ず
」（
浪
華
騒
擾
紀
事
）
と
い
う
「
大

塩
び
い
き
」
が
根
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
彦
次
郎
は
能
吏
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）

５
月
に
は
「
貞
実
に
出
精
相
勤
め
」
た
こ
と

を
賞
さ
れ
「
御
譜
代
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
暗
殺
は
新
選
組
の

仕
業
で
、
先
の
大
坂
力
士
事
件
の
際
に
吟
味

に
当
た
っ
た
内
山
を
逆
恨
み
し
た
の
だ
と
い

う
説
も
あ
る
が
、
信
憑
性
に
乏
し
い
。

第
二
次
長
州
戦
争
の

兵
站
基
地

　
話
を
政
局
に
戻
そ
う
。
第
一
次
長
州
戦
争

の
後
、
長
州
藩
論
は
逆
転
し
、
高
杉
晋
作
ら

の
主
戦
派
が
藩
政
を
握
っ
た
。
そ
こ
で
幕
府

は
、
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
５
月
に
紀
州

藩
主
の
徳
川
茂
承
を
先
鋒
総
督
に
任
命
、
翌

閏
５
月
に
は
、
将
軍
・
家
茂
が
大
坂
城
に
入

っ
た
。
こ
の
と
き
、
新
選
組
も
来
坂
し
て
い

る
。

　
９
月
に
は
再
度
の
長
州
藩
追
討
の
勅
命
が

下
り
、諸
藩
の
軍
勢
は
大
坂
に
結
集
し
た
が
、

軍
事
費
の
調
達
が
思
わ
し
く
な
く
、

弘化２年（1845）、大阪天満
宮の境内が描かれた「浪華天
満聖廟之図」。慶応３年には
大坂城に入った徳川慶喜警護
のために、新選組がここに陣
を構えたこともある。多数の
隊士たちは本殿東側の「参籠
舎」などの社殿に宿泊したと
考えられる。大阪天満宮所蔵

史
料
で
読
む「
大
坂
の
幕
末
っ
て
？
」❸

政
局
に
翻
弄
さ
れ
る
商
人
た
ち
。

“

無
党
派
層”

ゆ
え
の
憂
鬱
。

　
物
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
大
坂
の
商
人

た
ち
は
、
物
価
や
金
銀
銭
・
米
の
相
場

を
左
右
す
る
政
変
や
事
件
に
は
敏
感
で

あ
っ
た
。そ
れ
を
知
る
最
良
の
史
料
が
、

今
橋
２
丁
目
の
両
替
商
「
平
野
屋
孫
兵

衛
」
の
大
番
頭
で
あ
る
平
野
屋
武
兵
衛

が
残
し
た
日
記
『
諸
事
用
向
日
加
栄
』

で
あ
る
。

　
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
明
治
維
新
が

間
近
に
迫
る
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）、

つ
い
に
大
坂
も
開
市
と
な
り
、
外
国
と

の
交
易
が
始
ま
る
。
武
兵
衛
は
こ
れ
に

よ
り
商
売
が
大
変
に
な
っ
た
と
す
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
江
戸
と
京
都
が
不
和

で
あ
っ
た
り
、
幕
府
が
長
州
征
伐
を
行

っ
た
り
す
る
方
が
問
題
で
あ
る
と
書

く
。
そ
し
て
「
ミ
な
ゝ
和
合
シ
テ
日
本

国
中
一
手
に
て
外
国
ヲ
次
第
ゝ
ニ
シ
リ

ゾ
ケ
ル
」
べ
き
で
あ
る
と
の
持
論
を
展

開
す
る
が
、
こ
れ
は
単
に
彼
が
攘
夷
論

者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
変
化

を
好
ま
ず
平
穏
に
暮
ら
し
た
い
、
う
ま

く
い
っ
て
い
る
商
売
を
政
治
の
ゴ
タ
ゴ

タ
で
失
い
た
く
な
い
と
い
う
極
め
て
商

売
人
ラ
イ
ク
な
考
え
方
で
あ
る
。

　
“
無
党
派
層
”
と
も
言
う
べ
き
こ
う

し
た
態
度
は
、
幕
末
の
大
坂
商
人
に
共

通
す
る
感
覚
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
は
言
え
維
新
後
に
は
、い
わ
ゆ
る「
大

名
貸
し
」
の
踏
み
倒
し
な
ど
で
、
両
替

商
の
ほ
と
ん
ど
が
店
を
閉
め
て
し
ま
う

の
だ
が
。



出
兵
の
名
分
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
す

ぐ
に
は
派
兵
で
き
な
い
情
勢
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
幕
府
は
大
坂
市
中
の
諸
藩
蔵
屋
敷
や

寺
院
・
町
家
を
徴
用
し
、
大
軍
の
長
期
滞
在

に
備
え
た
が
、
そ
れ
で
は
足
り
ず
、
大
阪
城

の
馬
場
に
仮
屋
を
設
け
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
一
方
、
長
州
藩
で
は
翌
年
１
月
に
は
、
坂

本
龍
馬
の
斡
旋
に
よ
り
薩
摩
藩
と
軍
事
同
盟

を
結
ぶ
な
ど
、
迎
撃
の
準
備
に
怠
り
な
く
、

戦
意
も
昂
揚
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
６
月
７

日
に
な
っ
て
、
幕
府
軍
艦
が
周
防
大
島
を
砲

撃
し
た
こ
と
に
よ
り
火
蓋
が
切
ら
れ
た
が
、

戦
局
は
長
州
藩
に
有
利
に
運
び
、
７
月
20
日

に
は
大
坂
城
内
に
お
い
て
病
臥
中
の
将
軍
・

家
茂
が
21
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。

「
打
ち
毀
し
」
と

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

　
幕
府
が
出
兵
を
躊
躇
す
る
間
、
世
情
不
安

に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
物
価
が
高
騰
し
た
た

め
、
大
坂
と
近
隣
町
村
で
は
「
打
ち
毀
し
」

が
起
こ
っ
た
。
値
下
げ
を
求
め
る
人
々
が
、

豪
農
・
豪
商
な
ど
に
押
し
か
け
家
屋
を
破
壊

し
た
の
で
あ
る
。
同
年
５
月
に
西
宮
で
始
ま

っ
た
打
ち
毀
し
は
、次
第
に
周
辺
に
伝
播
し
、

や
が
て
大
坂
市
中
で
も
頻
発
す
る
。

　
さ
ら
に
、
翌
慶
長
３
年
（
１
８
６
７
）
８

月
頃
、
東
海
地
方
で
伊
勢
神
宮
な
ど
の
御
札

（
神
符
）
が
降
っ
た
こ
と
か
ら
、「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
」
も
始
ま
っ
た
。
当
初
は
「
御
札
降

り
」
だ
け
だ
っ
た
が
、
次
第
に
鳴
物
で
囃
し

な
が
ら
狂
喜
乱
舞
し
て
豪
農
・
豪
商
に
押
し

か
け
る
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
踊
り
」
に
発
展

し
た
。
９
月
に
は
大
坂
市
中
で
も
御
札
が
降

り
、
群
舞
が
頻
発
し
て
い
る
。「
御
札
降
り
」

は
倒
幕
派
の
仕
業
だ
と
す
る
説
も
あ
る
が
確

証
は
な
い
。
御
札
が
降
っ
た
家
に
群
衆
が
土

足
の
ま
ま
上
が
り
こ
み
、
乱
舞
し
な
が
ら
飲

食
の
提
供
を
受
け
る
異
常
な
風
景
は
、
ま
さ

に
幕
末
の
世
情
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
幕
府
最
後
の
将
軍
・
慶
喜
が
、
明
治
天
皇

に
大
政
奉
還
を
上
奏
す
る
10
月
14
日
は
、
目

前
に
迫
っ
て
い
た
。

た
か
し
ま
・
こ
う
じ　

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
。
大
阪

大
学
招
聘
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
。

大
阪
の
歴
史
、
特
に
天
神
祭
研
究
の
第
一

人
者
で
も
あ
る
。
講
演
も
数
多
く
こ
な
し
、

年
に
数
十
回
も
登
壇
す
る
こ
と
か
ら
“
な

に
わ
の
語
り
部
”
の
異
名
を
と
る
。

　
実
は
こ
の
年
、
稲
荷
神
社
・
坐
摩
神

社
・
御
霊
神
社
・
大
阪
天
満
宮
・
生
玉

神
社
の
五
社
は
、
世
情
不
安
を
理
由
に

夏
祭
り
中
止
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
聞

い
て
慌
て
た
の
が
新
撰
組
。
各
社
の
関

係
者
を
呼
び
出
し
、
警
護
を
す
る
か
ら

祭
り
を
行
え
な
い
か
と
申
し
出
て
い

る
。
中
止
に
な
れ
ば
治
安
維
持
の
た
め

に
結
成
さ
れ
た
自
分
た
ち
の
沽
券
に
関

わ
る
。
あ
る
い
は
浪
士
組
と
し
て
上
洛

す
る
際
に
、
旅
行
中
に
天
神
祭
を
見
物

し
た
こ
と
の
あ
る
清
河
八
郎
か
ら
近
藤

勇
た
ち
が
祭
の
様
子
を
聞
き
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
で
は
と
い
う
の
は
許
さ

れ
る
推
測
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
五
社
と
も
こ
れ
に
は
応
じ

ず
。
例
え
ば
大
阪
天
満
宮
関
係
者
の
日

記
に
よ
れ
ば
「
神
輿
や
神
器
な
ど
を
修

理
に
出
し
て
お
り
祭
日
に
は
間
に
合
わ

な
い
」
な
ど
を
理
由
に
あ
っ
さ
り
と
断

っ
た
。
新
撰
組
へ
出
頭
す
る
前
に
は
、

先
に
出
頭
し
て
い
た
坐
摩
神
社
を
訪
ね

て
そ
の
時
の
様
子
を
う
か
が
う
な
ど
、

申
し
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て

い
る
。

　
世
情
を
考
え
れ
ば
妥
当
な
気
も
し
な

い
で
は
な
い
が
、
毎
年
使
う
日
が
決
ま

っ
て
い
る
神
輿
の
補
修
が
間
に
合
わ
な

い
な
ど
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
取
っ

て
つ
け
た
感
じ
が
す
る
。
こ
こ
に
は
、

世
間
を
騒
が
せ
る
新
撰
組
や
江
戸
幕
府

へ
の
当
て
つ
け
の
意
味
も
あ
っ
た
の

か
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
祭
り
の
中

止
に
、
さ
ぞ
や
大
坂
の
人
々
は
が
っ
か

り
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

〝
な
に
わ
の
語
り
部
〞

高
島
幸
次
先
生
の

幕
末
ト
ー
ク
は

ラ
イ
ブ
で
聞
く
べし！

　
　
　
　
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学

　
　
　
　
５
月
講
座
↓
Ｐ
９

史
料
で
読
む「
大
坂
の
幕
末
っ
て
？
」❹

夏
祭
り
の
中
止
に
見
る
、

や
っぱ
り
「
反
江
戸
」
な
ム
ー
ド
。

波は自分次第でい一○つでも
そこにある二○ものだが実は
どん三○なときでも目の前四
○にあるものなのだ五○海に
あるとは限ら六○ず山にある
かもし七○れないし自分の心

当時の世相のほか、武兵衛の趣味である歌
三味線や芝居見物の記述も多い。また、大
政奉還の直後、無人となった大坂城へ忍び
込んで、釘２本を拾って帰るなど、好奇心
旺盛で茶目っ気もたっぷり。これを素材に
当時の大坂の世相を読み解く『平野屋武兵
衛、幕末の大坂を走る』（脇田修／角川選書）
は、幕末ファン必読の好著。大阪大学日本
史研究室所蔵



洪庵センセイもこれには
閉口。心なしか渋い顔？

　
江
戸
幕
府
最
後
の
将
軍
・
徳
川
慶
喜
は
、

そ
の
明
晰
な
頭
脳
ゆ
え
、「
機
を
見
る
に

敏
」
と
い
う
か
、見
よ
う
に
よ
っ
て
は
「
権

詐
奸
謀
の
人
物
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

有
名
な
の
が
土
佐
堀
川
の
遁
走
劇
だ
。

　
倒
幕
派
と
の
衝
突
を
避
け
て
京
都
か
ら

大
坂
城
へ
退
い
た
幕
府
軍
は
、
反
転
攻
勢

を
か
け
る
べ
く
主
戦
論
に
沸
い
て
い
た
。

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
の
年
明
け
、
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
。
慶
喜
は
「
出

陣
と
な
れ
ば
即
刻
が
よ
い
。
み
な
用
意
せ

よ
」
と
煽
っ
た
後
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
戦

闘
準
備
で
混
乱
す
る
城
内
を
す
り
抜
け
、

夜
に
紛
れ
て
後
門
か
ら
逃
げ
出
し
た
の
で

あ
る
。
わ
ず
か
な
お
供
を
連
れ
、
小
姓

最
後
の
将
軍
、

裏
切
り
の「ト
ホホ
遁
走
劇
」

慶喜が逃げ下った土佐堀川。
徳川嫌いの大阪人でも、さす
がに侘びしい。

の
フ
リ
を
し
て
…
。「
こ
う
な
れ
ば
、
大

名
育
ち
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
に
機
敏
で
あ
っ

た
」
と
司
馬
遼
太
郎
は
皮
肉
交
じ
り
に
書

い
て
い
る
。
天
満
八
軒
家
浜
か
ら
川
船
に

乗
り
、
深
夜
の
天
保
山
沖
へ
。
同
行
し
た

者
た
ち
に
は
「
江
戸
へ
戻
っ
て
態
勢
を
整

え
る
」
と
思
わ
せ
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
慶
喜

に
そ
の
気
は
な
か
っ
た
。
部
下
た
ち
は「
謀

ら
れ
た
」
と
気
付
い
た
が
、
も
う
遅
い
。

慶
喜
は
明
治
維
新
後
、
頑
な
に
恭
順
を
貫

き
、
表
舞
台
に
は
一
切
出
な
か
っ
た
と
い

う
。

実
は「
荒
く
れ
書
生
」
だった

適
塾
生
の
生
態

 

好
色一代
男
た
ち
の

「
女
難
事
件
簿
」

　
適
塾
生
の
刻
苦
勉
励
ぶ
り
は
先
に
紹
介

し
た
が
（
Ｐ
３
）、
何
も
た
だ
の
ガ
リ
勉

集
団
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
金
は
な
い

な
り
に
飲
み
、
騒
ぎ
、
ケ
ン
カ
も
し
、
た

び
た
び
大
坂
の
町
を
騒
が
せ
た
。
難
波
橋

の
牛
鍋
屋
か
ら
豚
の
頭
を
せ
し
め
、
解
剖

し
て
調
べ
た
挙
句
に
煮
て
食
う
。
祭
礼
の

燈
籠
行
列
を
見
物
中
、
酔
っ
て
杖
で
燈
籠

を
叩
き
落
と
し
、
追
い
か
け
回
さ
れ
る
。

堂
島
川
に
浮
か
べ
た
船
の
上
で
ア
ン
モ
ニ

ア
の
抽
出
実
験
を
し
、
天
満
橋
か
ら
玉
江

橋
辺
り
ま
で
悪
臭
を
撒
き
散
ら
す
…
。

　
た
ま
に
料
理
茶
屋
で
飲
む
と
、
猪
口
や

小
皿
を
“
万
引
き
”
し
、
塾
内
で
披
露

し
合
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
起
き
た
の
が
、

あ
る
夏
の
「
難
波
橋
小
皿
投
げ
事
件
」
で

あ
る
。
鍋
島
の
浜
（
現
在
の
裁
判
所
付
近
）

で
安
酒
を
飲
ん
だ
塾
生
た
ち
は
、
船
遊
び

に
興
じ
る
金
持
ち
に
腹
を
立
て
た
。「
あ
ん

な
や
つ
ら
が
あ
る
か
ら
コ
チ
ト
ラ
が
貧
乏

す
る
の
だ
」。
腹
い
せ
に
橋
の
上
か
ら
小
皿

を
３
枚
ほ
ど
投
げ
つ
け
た
。
最
後
の
１
枚

で
三
味
線
の
音
が
ぷ
っ
つ
り
と
止
む
。「
ま

ず
い
、
ケ
ガ
さ
せ
た
か
」
と
逃
げ
帰
る
塾

生
た
ち
。
後
で
聞
く
と
、
芸
者
の
三
味
線

に
命
中
し
、
表
裏
の
皮
を
射
抜
い
て
し
ま

っ
た
そ
う
だ
。

　
北
浜
の
大
阪
証
券
取
引
所
前
に
銅
像
が

建
つ
“
大
阪
の
恩
人
”
五
代
友
厚
も
、

な
か
な
か
お
盛
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。
30
代

の
頃
は
、
鹿
児
島
に
正
妻
、
長
崎
に
お
妾

が
い
な
が
ら
毎
晩
の
よ
う
に
芸
者
遊
び
。

２
度
目
の
結
婚
で
20
歳
の
新
妻
を
め
と
る

が
、
そ
れ
で
も
夜
遊
び
は
止
ま
ら
な
い
。

あ
る
日
、
妻
を
相
手
に
大
坂
で
の
事
業
の

こ
と
、
富
国
強
兵
の
夢
な
ど
を
語
っ
て
い

る
と
、
こ
う
返
っ
て
き
た
。「
大
坂
の
た

め
、
日
本
の
た
め
で
す
か
。
そ
れ
や
っ
た

ら
芸
者
は
ん
を
次
々
に
可
愛
が
ら
れ
る
の

は
な
ん
の
た
め
で
す
。
五
代
家
に
軍
隊
を

つ
く
る
お
つ
も
り
で
す
か
」。
ち
ょ
う
ど

芸
者
を
身
ご
も
ら
せ
た
ば
か
り
だ
っ
た
五

代
は
、
グ
ウ
の
音
も
出
な
か
っ
た
そ
う
で

あ
る
。

　
い
ま
や
「
英
雄
色
を
好

む
」
な
ん
て
胸
を
張
れ
る

時
代
じ
ゃ
な
い
が
、
幕
末

か
ら
明
治
の
頃
は
そ
れ
が

通
用
し
た
。
そ
の
た
め
、

中
之
島
界
隈
で
も
数
々
の

「
女
難
事
件
」
が
起
こ
っ

て
い
る
。
福
沢
諭
吉
た
ち

が
北
新
地
の
遊
女
を
騙
っ
て
書
い
た
ニ
セ

手
紙
に
誘
い
出
さ
れ
た
適
塾
の
手
塚
良
仙

（
手
塚
治
虫
の
曽
祖
父
）。
刺
青
の
大
姐
御

に
引
っ
掛
か
り
、
金
を
巻
き
上
げ
ら
れ
た

伊
藤
博
文
…
。

幕末
「偉かった」「立派だった」の人物伝ばかりじゃ面白くない。

明治時代に土佐堀通で発刊された風刺・スキャンダル紙
『滑稽新聞』風に、トホホなシマの幕末ネタをどうぞ。

構成／□□□□□□□□□□

参考文献／『福翁自伝』福沢諭吉、『最後の将軍─徳川慶喜』司馬遼太郎、『大阪をつくった男　五代友厚の生涯』阿部牧郎

□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□



白洲次郎ブームに火をつけた
「評伝の名手」による福沢諭
吉伝。日本を近代国家へ導い
た「独立自尊」の精神が、ど
う育まれたかを追う。原点は
もちろん適塾時代。「生涯他
人の世話になることを潔しと
しなかった」福沢が、唯一世
話になり通しだったのが、緒
方洪庵その人。美しき無償の
師弟愛は、ナカノシマ大学の
精神にも通ずる、か？

『福沢諭吉　
国を支えて国を頼らず』
北康利
（講談社文庫／上下巻・各５２０円）

【
バ
ク
マ
ツ・ブ
ン
コ
】文

／
大
迫 

力　
松
本 

創　
若
狭
健
作（
以
上
本
誌
）

　書名の通り、大阪の歴史が
時代ごとにまとめられている。
先行する『新修大阪市史』を
コンパクトにまとめたもので、
要点が分かりやすく書かれて
いるので一般向け。幕末につ
いては天保山への黒船来航や
大地震、「ええじゃないか」な
ど、大きな事件を中心に。時
代の流れを掴むにはとても便
利な一冊。

『大阪市の歴史』
大阪市市史編纂所編
（創元社／2,415円）

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

『風雲児たち』
みなもと太郎
（リイド社／550円）

　江戸期の世相にはじまり、
ロシア軍艦の来航、鴻池など
の豪商からの御用金、米価高
騰による打ちこわしなど、幕
末の大坂を時代を追って解説
する教科書的一冊。文芸や民
衆運動、明治期の新聞や雑
誌など市井の人々の暮らしに
触れながらも、維新の変革に
焦点を当て大阪経済衰退の原
因をも探る意欲作。

『幕末維新の大阪』
北崎豊二
（松籟社／880円）

の
フ
リ
を
し
て
…
。「
こ
う
な
れ
ば
、
大

名
育
ち
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
に
機
敏
で
あ
っ

た
」
と
司
馬
遼
太
郎
は
皮
肉
交
じ
り
に
書

い
て
い
る
。
天
満
八
軒
家
浜
か
ら
川
船
に

乗
り
、
深
夜
の
天
保
山
沖
へ
。
同
行
し
た

者
た
ち
に
は
「
江
戸
へ
戻
っ
て
態
勢
を
整

え
る
」
と
思
わ
せ
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
慶
喜

に
そ
の
気
は
な
か
っ
た
。
部
下
た
ち
は「
謀

ら
れ
た
」
と
気
付
い
た
が
、
も
う
遅
い
。

慶
喜
は
明
治
維
新
後
、
頑
な
に
恭
順
を
貫

き
、
表
舞
台
に
は
一
切
出
な
か
っ
た
と
い

う
。

　幕末に関する講座は数あれど、ドラマ化される
ような美談を扱ったものばかり。本講座では「幕
府側、奇兵隊士など、歴史の裏側に隠されてし
まった敗者の視点をお伝えしたい」と講師の一坂
太郎先生が激動の時代を掘り起こす。中之島界
隈の史跡紹介も織り交ぜ、島民の心にどストライ
クな全３回の連続講座。４月17日（土）に行わ
れる初回のテーマは「長州を潰せ！」。お申し込み・
お問い合わせは朝日カルチャーセンターまで。☎
06-6222-5222

朝日カルチャーセンター公開講座
教科書に書かれなかった幕末史

　「大阪まちあるき」のホームページから音声
ガイドをダウンロードしipod 片手にシマの幕末
維新スポットを巡る。「福澤諭吉生誕の地」「大
阪会議開催の地」など静かにたたずむ石碑も、
OSK日本歌劇団の桜花昇ぼるさんの美声で、そ
の物語を聞けば実に味わい深い。ネット上で
もガイドを聞くことができるので予習にも最適。
中之島駅から大阪城まで、花見がてらにどう
ぞ。 http://www.osaka-info.jp/machiaruki/
bunmeikaika/

ipod音声観光ガイド
文明開花 幕末維新人物伝

　八軒家浜から船に乗って京都へ向かった坂本
龍馬の足跡を、京阪電車に乗ってたどるスタン
プラリーが開催中。天満橋・中書島・祇園四条・
三条・浜大津の５駅と周辺にあるゆかりの地を
めぐる。京阪電車主要駅で配られているパンフ
レットは読み物としても充実。中岡慎太郎、桂
小五郎、山田藤吉など、龍馬の生涯に深くかか
わった人物にも出会える。３駅以上のスタンプ
を集めると「おけいはんあぶらとり紙」がもらえ
るのも嬉しい。大河ドラマで龍馬のとりこにな
った女子ならぜひ。 http://www.okeihan.net/
ryouma/

京阪沿線 坂本龍馬をめぐる旅
おけいはん、龍馬とゆく！

【
よ
り
ぬ
き
幕
末
イ
ベン
ト
】文

／
若
狭
健
作（
本
誌
）



　
今
年
で
開
業
か
ら
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
京
阪
電
車
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
伝
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

　
京
阪
百
貨
店
守
口
店
で
行
わ
れ

る
京
阪
電
車
開
業
１
０
０

周
年
記
念
「
百
年
の
あ
ゆ

み
展
」
で
は
、
同
社
が
所

ト
ウ
ミ
ン
月
報

京阪電車開業100周年記念「百年のあゆみ展」
期間／4月８日(木)～ 20日（火）　
10:00AM～8:00PM
（7:30PM最終入場、最終日は4:30PMまで）
場所／京阪百貨店守口店「京阪ギャラリー」

パネル展「京都の歴史を彩った駅・街・人」
期間／4月14日(水)～ 
場所／京阪電車三条駅コンコース

２０１０年４月１日発行

大阪に関する歴史、文化・芸能、産業、食、観光、ことば、自
然、地理、ズポーツなどのジャンルから総合的に出題される。
申し込み方法など詳細は公式ホームページにて確認を。
申込期間／４月14日（水）～５月26日（水）
問い合わせ／大阪検定事務センター☎06-6452-7728
http://www.osaka-kentei.com/index.html

　大阪の川を小さな船でめぐるクルージ
ングをやっています。『月刊島民』には
スタート時に一度、掲載してもらいまし
た。去年の夏でしたが、島民の読者の方
は息長く問い合わせをして乗ってくれる
ので、本当にありがたいです。冬の間は
予約の貸し切り営業だけでしたが、桜の
季節に合わせて大幅に増便して、大川か
ら中央公会堂付近まで行く50分クルー
ズを今月末まで毎日やっています。そう
そう、朝ごはんクルーズというのもあっ
て、朝食とドリンクがセットになったク
ルーズもやってます。ネットから予約で
きるんで、島民のみなさん、出勤前など
にいかがでしょう。やっぱりクルージン
グには中之島は外せないので、船内で島
民を配らせてもらったりしていますよ！

御舟かもめ　中野弘巳さん・かおりさん
わたしと月刊島民

蔵
す
る
鉄
道
に
関
す
る
実
物
資
料

や
模
型
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ

る
。
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
“
お

宝
”
の
数
々
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
そ

し
て
大
阪
の
街
の
歴
史
に
興
味
が

あ
る
人
も
見
逃
せ
な
い
内
容
だ
。

　
ま
た
、京
都
の
三
条
駅
で
も「
京

都
の
歴
史
を
彩
っ
た
駅
・
街
・
人
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
写
真
展
を
開
催

す
る
。
明
治
４３
年
（
１
９
１
０
）

の
開
業
時
か
ら
三
条
駅
が
地
下
化

し
た
昭
和
６２
年
（
１
９
８
７
）
ま

で
を
、
１０
年
区
切
り
に「
駅・街・

人
」
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
約
５０

点
の
写
真
を
厳
選
。
ま
た
開
業
日

前
後
の
新
聞
記
事
も
パ
ネ
ル
展
示

し
、
１
０
０
年
前
の
人
た
ち
に
ど

の
よ
う
に
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
か

を
同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
１
０
０
周
年
イ
ヤ
ー
に
あ
た
る

今
年
、
京
阪
電
車
で
は
今
後
も
継

続
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

第
2
回
大
阪
検
定

受
験
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

第
2
回
大
阪
検
定

受
験
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

第
2
回
大
阪
検
定

受
験
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

　
大
阪
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
な
に

わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定
」。
昨
年

は
約
６
千
人
が
受
験
、
第
２
回
と

な
る
今
年
の
受
験
申
し
込
み
受
付

も
４
月
１７
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
今
年
か
ら
は
新
た
に
１
級
試
験

が
設
け
ら
れ
る
。
昨
年
２
級
に
合

格
し
た
人
た
ち
が
対
象
で
、
こ
れ

ま
で
の
四
者
択
一
形
式
の
出
題
に

加
え
、
極
記
述
式
の
問
題
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
難
易
度
も
上
が
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
各
級
で
ジ
ャ

ン
ル
、
地
域
を
特
定
し
た
テ
ー
マ

問
題
が
設
定
さ
れ
、
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
大
阪
〜

食
の
都
大
阪
〜
」「
ま
ち
探
訪
〜

伝
統
と
歴
史
の
ま
ち
・
堺
」
の
２

つ
か
ら
出
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
割

引
や
特
典
制
度
も
新
設
さ
れ
、
企

業
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
で

の
受
験
者
に
は
受
験
料
の
割
引
も
。

大
阪
府
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ご

当
地
検
定
（
池
田
学
検
定
・
さ
や

ま
検
定
・
泉
州
検
定
・
だ
い
と
う

検
定
）
の
合
格
者
に
は
持
ち
点
が

加
算
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
試
験
日
は
７
月
４
日
。
初
め
て

の
人
は
、ま
ず
公
式
テ
キ
ス
ト『
大

阪
の
教
科
書
』
を
じ
っ
く
り
読
む

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。　

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

京
阪
電
車

100
年
の

歴
史
を
見
よ!

京
阪
電
車

100
年
の

歴
史
を
見
よ!

京
阪
電
車

100
年
の

歴
史
を
見
よ!「風雲急！？ 幕末大坂の風景」

 高島幸次 大阪天満宮文化研究所



　米市場が栄え、諸藩の蔵屋敷には日々、
多くの産物が出入りし、町は人たちの活
気で満ち溢れ…。天下の台所と言われて
もてはやされた江戸時代の中期から一転、
大坂の幕末となると急にイメージが乏し
くなるのはなぜだろう。開国か鎖国か、
迫り来る列強の圧力と、内政のドタバタ
劇の中で、大坂の町もまた揺れ動いてい

『龍馬伝』には出てこない、
 ドラマチックな
 幕末大坂をご覧あれ！

たはずだ。そんな幕末
大坂の風景を、今月号
の特集にもご登場いた
だいた“なにわの語り
部”こと高島幸次先生
のライブトークで再現。幕末の人々が見
ていた景色・世相を、当時の史料や現存
する遺構を手がかりにして探っていきま
す！

『
摂
津
名
所
図
会
』
よ
り

ナカノシマ大学

「風雲急！？ 幕末大坂の風景」
 高島幸次 大阪天満宮文化研究所

2010年
5月講座①

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、も
しくはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックス
については、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記し
てください。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書
き添え下さい。
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「月刊島民ナカノシマ大学5月講座」受付係　FAX.06-4799-1341　
※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「風雲急！？ 幕末大坂の風景」
講師／高島幸次
日時／５月20日（木）　7:00PM～（開場6:30PM～）
会場／追手門学院 大阪城スクエア　→地図Ｐ23
受講料／1,800円
定員／150名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会　追手門学院

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は

世紀の
懐徳堂

プロジェクト

これぞ幕末大坂の
ランドマーク、

「なまこ壁」だ！

お問い合わせ▲06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 



末の大坂の風景を３人の浮世絵師
が描いた『浪花百景』。その絵から

何が読み取れるか、ネタ元はどこにあるの
か、何ゆえこの構図となったのか…。大坂
の歴史・風俗に関する知識と綿密な史料調
査を基本にしながら、奔放に推理と想像を
広げる橋爪先生の“浮世絵探偵”ぶりは圧巻
だった。
　『浪花百景』は、一珠斎国員、一養斎芳
瀧、南粋亭芳雪の合作による100枚組の錦
絵（浮世絵の多色刷り木版画）。安政年間
に北浜の版元から出版された。その少し前
に盛んに出された各地の名所図会をタネ本

に、絵の一部をク
ローズアップした
り、アングルを少
し変えたりした作
品も多く、ネタ元
を探し当てて見比

　圧巻は、四天王寺の鳥居の上に唐突に描
かれた扇子の謎解き。橋爪先生は、これを
「縦横だけの描線だと単調になる構図に動
きを持たせる意図だろう」と見立てる。確
かに扇子は斜めに飛んでいて、鳥居の向こ
うにも斜めに隊列を組む鳥の群れが描き込
まれている。試しにその二つを画像処理で
消すと、何とも味気ない絵になった。
　歴史知識と美術的解釈、それに自由な推
理力を駆使した“浮世絵探偵”の鮮やかさを
見せつける講座だった。

べると、作者の意図が見えてくる
のではないか、というのが橋爪先
生の狙い。

えば、国員の「堂じま米市」。
押し合いへし合いしている

群集の足元、それを少し離れた位
置から眺める人たちの後ろ姿が描
かれている。橋爪先生は、ネタ元
を『米穀売買出世車』に描かれた競りの風
景と特定。「足の群集は競りに熱中する人
たち。地面にあるキセルは、熱中し過ぎて
落としたんでしょう。離れて見ている人が
肩をはだけてヨレヨレなのは、人の輪にも
みくちゃにされて、ちょっと休んどるんで
しょうな」と読んだ。さらに、「描かれて
いない部分では、市の終了を知らせる水が
まかれていたかもしれないし、それに構わ
ず突っ込んで行くやつもいたでしょう」と
想像は広がる。

謎解き!? 浮世絵『浪花百景』を見よ
@大阪大学中之島センター　講師／橋爪節也

2月12日（金）

幕
例

　今月号の「ナカノシマニア」（Ｐ20）
でご紹介した写真家のレンジャー前田さ
んは、約３年前から祖父が撮った大阪や
京都の風景を追い、ブログや講演会など
で公開している。今回はそれをナカノシ
マ大学特別講座としてアレンジ。近代建
築の芝川ビルを舞台に、前田さんのこれ
までの作品をスライド上映。さらに自由
参加で、前田さんと共に中之島周辺の撮

影会も。プロの写真家
に「中之島の撮り方」
を伝授してもらうチャ
ンス！　カメラを持っ
てご参加下さい。

中之島の過去と現在が
写真でつながる！

「お爺ちゃんと俺の二人展」
 レンジャー前田 写真家

2010年
5月講座②

◎ご注意　こちらの講座へのお申し込みはハガキ、ファックスのみとなります。
宛先はＰ９の募集要項をご覧ください。講座名を必ずお書き添えください。

「お爺ちゃんと俺の二人展」
講師／レンジャー前田
日時／５月15日（土）　上映会：10:30AM～（開場10:00AM～）＋撮影会：12:00PM～ 
　　　※撮影会は自由参加、自由解散です。
会場／芝川ビル（→地図Ｐ23）　受講料／2,500円　定員／40名
主催／ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項
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大阪の主要書店にて発売中!
〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町1-1 
大阪キャッスルホテル４F　
Tel.06-6942-2004
Fax.06-6942-5945



大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。※ワークショップについてのお問い合わせは各店舗へお願いします。

A common cafe
大阪市北区中崎西1-1-6 吉村ビルB1F　
▲06-6371-1800　http://www.talkin-about.com/cafe/
B 雑貨屋Biscuit cafe
大阪市北区中崎西1-9-24 中崎ハウス202
http://biscuit-cafe.com/
C ＯＯＯ（オーー）
大阪市北区西天満4-1-5 若松町センタービル 2c　
▲06-6362-5150　http://www.outofoffice.jp/
D フレイムハウス 
大阪市中央区淡路町1-6-4　
▲06-6226-0107　misalele39@gmail.com　http://www.katana.

E 文化農場
大阪市中央区北浜東」1-33 広家ビル２F　
▲06-6937-2127　http://ncf0303.blog68.fc2.com/
F タピエスタイル
大阪市中央区南船場4-4-17 B1 
▲06-4963-7450　http://www5f.biglobe.ne.jp/~tapie/
G 欧風食堂 ミリバール
大阪市西区立売堀1-12-17 artniks bld. 　
▲06-6531-7811　http://www.artniks.jp/millibar/

世紀の懐徳堂プロジェクト
月の時間割ナカノシマ大学ほか、

中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

「夜長堂のZAKKAな宴トークショー」 定員：先着15名　参加費：1,050円（1ドリンク付）
出演者：夜長堂（紙もの＋古道具）、IRIIRI（人形作家）、Subikiawa食器店（ガラス作家）、玉井恵里子（タピエ主宰）
全く違う表現方法で活動を展開する４名。「雑貨」という共通点で結ばれた、各作家を動かす原動力をひも解いていきます。

7:00PM～
8:00PM金9 会

場
F

「版画で読書感想文」タカトモ（消しゴム版画作家） 定員：先着４名　参加費：2,100円
作家と一緒にオリジナル消しゴムはんこを作ります。道具はご用意していますので、手ぶらでお気軽にお越しください！ 

1:00PM～
3:00PM土1 会

場
F

「奥村昭夫デザインワークショップ」 参加料：3,800円（一括払いの場合、割引あり／交流会の料金は含みません） 
グリコのロゴや牛乳石鹸のパッケージなどで有名なグラフィックデザイナー、奥村昭夫氏によるデザインワークショップ。

5:00PM～
7:00PM

※終了後、
交流会あり

土1 会
場
C

「Plain Life 革小物教室」尾崎 美穂（革小物作家） 受講料：5,000円（材料費・テキスト・ドリンク込み）
millibar salonでお茶をしながら物作り。基本のカタチに工夫を加えて、あなただけの革小物にチャレンジです。

0:30PM～
5:00PM日11 会

場
G

「落語を楽しむ」桂蝶六（落語家） 受講料：2,000円
登場人物の目線や背景などを理解しておくことで、落語鑑賞がもっと面白くなります。 

7:00PM～
8:30PM火13 会

場
D

「やきものキノコを作ろう」HOSOH（陶芸作家） 参加費（送料込み）525円（きのこ１つ）　
土をこねて色を塗って模様をつけて、オリジナルのやきものキノコを作ります。作家が焼いてご自宅に郵送します。
※随時受付、制作時間約20分

1:00PM～
4:00PM

金

日
16
18

会
場
F

「トリ・スクール」岡山 拓（美術家） 受講料：2,500円（1ドリンク付）
展覧会カタログを参照しながら、初めての人でも分かるようにゆっくり美術史や各種ムーブメントについてお話をします。

10:00AM～
1:00PM
2:00PM～
5:00PM

日18 会
場
G

『Tea&Biscuit』紅茶セミナー」Yuriko  受講料：2,000円（要予約）
様々な音楽イベントや展示企画でオリジナルの紅茶サービスを提供されているYURIKOさんによる紅茶セミナーです。

2:00PM～
/5:00PM～火18 会

場
B

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円
古今東西の名作を参加者全員で読みまくる夜です。具体的に配役に分けて、名作文章の世界を楽しんでいただきます。

7:30PM～
9:00PM月19 会

場
A

「mosamosa*cosage」Mosaique（アクセサリー作家） 定員：先着5名　参加費：2,940円
レース・オーガンジー・フラワー等を使用して『ナチュかわ』コサージュを作ります。 

1:30PM～
3:30PM 土24 会

場
F

「シャベルvol.5」 参加料：500円（1ドリンク付き） 
おすすめのモノや場所、温めているアイデアなど、クリエイティブに関するトピックを紹介し合うギャザリング。 

7:00PM～
9:00PM土24 会

場
C

「楽しむ紅茶」納多寿恵子（ティーライフコーディネイター） 受講料：2,000円（紅茶・お菓子付き）　おいしい紅茶
の淹れ方と、紅茶の効能や産地、TPOにあわせた楽しみ方などをご紹介します。紅茶とお菓子をいただきながらの講習会で

7:00PM～
8:30PM火27 会

場
D

新世代シリーズpart2「純正建築論・その先に見えるもの」 ゲスト：藤村龍至（建築家） 参加費：1,000円（１ドリンク＆おつまみ付）
若手論客として、また「TEAM ROUNDABOUT」「批評的工学主義」で注目される藤村さんに登場いただきます。7:00PM～金16 会

場
Ｅ    



中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「人にあげられないものとは？」 定員：50名
コーヒーを飲みながら、日常生活から科学や芸術まで幅広いテーマについて参加者みんなで議論を楽しみます。4・5月のテーマ
は「贈与」。「人にはあげられないものってある？」という身近な疑問から話し合います。
進行：森本誠一（大阪大学大学院文学研究科博士後期課程） カフェマスター：本間直樹（大阪大学CSCD教員） 協力：Café 
Philo（カフェフィロ）

7:00PM～
9:00PM水14

大阪大学 世紀懐徳堂
「あなたのストレス、大丈夫?! ～IBS（過敏性腸症候群）から更年期まで」
石蔵文信（医学系研究科准教授） 受講料：3,150円（２回）
ストレスで体調が悪くなり、頭痛、めまい、耳鳴などの症状に悩まされる方も多いでしょう。中高年になると“そろそろ更年期かし
ら”と考えますが、実際に更年期障害という医学的な用語はかなり曖昧に使われています。第１回目は胃・腸・心臓の症状、第2回
目は男女の更年期の症状をわかりやすく解説し、心身ともに健康になるヒントをお話します。

1:30PM～
3:00PM火

13・20
会場／大阪大学中之島センター
問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）▲06-6222-5224

インターネット、電話、ファックスか、朝日カルチャーセンターの窓口でも直接申し込むことができ
ます。

● 中之島塾  大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

レクチャー 対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下1階の［アートエリアＢ１］。1月のラインアップはこんな感じ。

シアターカフェ「舞台芸術の行方 2010」 定員：50名　
「シアターカフェ」では、関西や各地で演劇に関わる人と様々な話をしています。普段演劇に慣れ親しんでる方も、演劇なんて観
たことないよという方も、これを機に少し、その世界を覗いてみませんか？
カフェマスター：蓮行（劇団衛星　大阪大学CSCD教員） 大橋敦史（フリンジシアタープロジェクト 大阪大学CSCD特任研究員）

7:00PM～
9:00PM水28

中之島哲学コレージュ／対話セミナー：問答法にチャレンジする（2） 定員：20名　
前回好評（!?）だった企画の第２弾です。今回も哲学カフェとは一風変わったやり方で対話に取り組んでみます。〈問答〉は哲学
の基本です。問答法を実践してみましょう！　ゆるい雰囲気は性に合わないという方、大歓迎です。
進行：中川雅道（大阪大学大学院文学研究科博士前期課程） カフェマスター：本間直樹（大阪大学CSCD教員） 協力：Café 
Philo（カフェフィロ）

7:00PM～
9:00PM金23

鉄道カフェ「鉄カフェをみんなで考える12」 定員：30名　
我こそは！という鉄道ファンから、全くの初心者まで、幅広い層が参加する鉄道カフェ。参加者によるプレゼンテーションや素朴
な疑問から派生した議論など、鉄道に関する様々な情報交換と対話が繰り広げられています。
カフェマスター：久保田鉄、木ノ下智恵子（大阪大学CSCD教員）

7:00PM～
9:00PM水21

実践型：オルタナティブカフェ「建築をつくろう」 定員：40名　
私たちの暮らしを主に文化の視点から捉え直し、その意味や形態について考える公開ミーティングから発展し、裁縫や映画づく
りなどの実践を踏まえます。今回は身近な素材の段ボールで、簡単な仕組みで「建築」をつくります。
カフェマスター：久保田テツ（大阪大学CSCD教員）、  家成俊勝+大東翼（ドットアーキテクツ）

7:00PM～
9:00PM金16

交通政策カフェ（関西交通政策実務者懇談会）「交通基本法の議論」 定員：20名　
京丹後市では赤字路線補助などが1億円にのぼるにも関わらず、クルマ依存であった。しかし上限200円運賃、パターンダイヤな
どにより、利用者が急増、行政負担が急減した。この交通計画について担当者に伺い、併せて交通基本法の方向を議論する。
ゲスト：京丹後市企画政策課　野木秀康　カフェマスター：森栗茂一（大阪大学CSCD教員）

6:30PM～
8:00PM金30

マンガカフェ4「見よ！地方マンガの底力！」 定員：50名　
地方を舞台にしたマンガ、地方在住のマンガが地方や全国に発表したマンガの魅力とパワーについて、九州出身の気鋭のマンガ
学者・吉村和真さんとともに語り合います。
ゲスト：吉村和真（日本マンガ学会理事・京都精華大学国際マンガ研究センター研究統括室長）
カフェマスター：伊藤遊（京都精華大学国際マンガ研究センター研究員） 金水敏（大阪大学コミュニケーションデザイン・セン
ター長） 共催：京都精華大学国際マンガ研究センター

7:00PM～
9:00PM木15

会場／アートエリアＢ１
参加費／すべて無料
開場／それぞれ開始30分前から

問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD） ▲06-6850-6111（豊中キャンパス代表）
［場所などについて］アートエリアＢ1　▲06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
※申し込みは不要ですが、当日先着順とさせていただきます（入退場自由）。※お客さま参加型のプログラムです。



　
中
之
島
界
隈
に
は
今
も
オ
シ
ャ
レ
な
喫
茶
店
が
数
多

く
あ
る
が
、
私
が
医
学
生
だ
っ
た
30
年
ほ
ど
前
は
、
紅

茶
専
門
店
の﹇
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス 

ム
ジ
カ
﹈が
有
名
だ
っ
た
。

　
ム
ジ
カ
は
今
は
堂
島
に
移
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
曾

根
崎
新
地
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
世
界
中
の
紅
茶
を
飲

む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
店
名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
店

内
に
流
れ
る
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
各
紅
茶
の
産
地
や
風
味
、
色

合
い
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
読
む
だ
け
で
も

退
屈
し
な
か
っ
た
。

　
臨
床
実
習
を
し
て
い
た
大
学
病
院
か
ら
も
近
か
っ
た

の
で
、
私
は
友
人
た
ち
と
た
び
た
び
こ
の
店
に
通
っ
て

い
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
、
あ
る
女
性
と
運
命
的
な
出
会

い
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
い
っ
て
も
、
本
人
に
会
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
私

が
出
会
っ
た
の
は
彼
女
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
っ
た
。
当
時
、

ム
ジ
カ
の
壁
に
は
、
世
界
中
の
紅
茶
の
ラ
ベ
ル
が
隙
間

な
く
貼
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
2
枚
、
古
び
た

Ａ
4
サ
イ
ズ
の
紙
が
混
じ
っ
て
い
た
。
1
枚
は
鳥
や
花
、

も
う
1
枚
は
海
の
中
の
魚
や
蛸
が
、
黒
い
イ
ン
ク
で
実

に
奔
放
に
描
か
れ
て
い
た
。
鳥
の
嘴
な
ど
、
ふ
つ
う
は

輪
郭
を
描
く
と
こ
ろ
を
、
ペ
ン
の
た
わ
み
を
生
か
し
た

見
事
な
線
一
本
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
私
は
感
心
し
て
、

店
の
人
に
、
こ
れ
は
だ
れ
の
絵
か
と
訊
ね
た
。

　
「
久
坂
葉
子
と
い
う
、
戦
後
に
芥
川
賞
候
補
に
な
っ

て
、
阪
急
六
甲
で
飛
び
込
み
自
殺
し
た
女
流
作
家
が
描

い
た
も
の
で
す
」

　
そ
の
と
き
は
、
ふ
ー
ん
と
思
っ
た
く
ら
い
で
、
そ
れ

以
上
は
調
べ
て
み
よ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
6
年
後
の
1
9
8
3
年
、
私
は

新
聞
の
夕
刊
に
、
一
枚
の
奇
妙
な
ス
ケ
ッ
チ
が
出
て
い

る
の
を
見
つ
け
た
。
女
性
の
顔
の
絵
で
、
右
手
で
右
目

を
隠
し
て
い
る
。
そ
の
線
の
見
事
な
勢
い
が
、以
前
、﹇
ム

ジ
カ
﹈
で
見
た
ス
ケ
ッ
チ
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

記
事
を
読
む
と
、
果
た
し
て
久
坂
葉
子
の
作
品
と
あ
る
。

彼
女
の
遺
品
が
、
30
年
ぶ
り
に
菩
提
寺
か
ら
実
家
に
も

ど
さ
れ
た
の
を
機
に
、
神
戸
で
展
覧
会
が
開
か
れ
る
と

あ
っ
た
。
神
戸
に
「
久
坂
葉
子
研
究
会
」
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
研
究
誌
も
発
行
さ
れ
て
い
る
と
書
い
て
あ
っ

た
。

　
私
は
す
ぐ
に
「
研
究
会
」
に
連
絡
を
取
り
、『
久
坂

葉
子
研
究
』
を
取
り
寄
せ
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
私
は
、

彼
女
が
川
崎
重
工
の
創
始
者
の
曾
孫
で
、
男
爵
家
の
令

嬢
で
あ
り
、
文
学
以
外
に
も
音
楽
や
絵
付
け
の
才
能
も

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
10
代
か
ら
４
回

も
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
し
、
19
歳
で
芥
川
賞
候
補
に
な

っ
た
あ
と
、
自
殺
し
た
と
き
は
ま
だ
21
歳
だ
っ
た
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
目
と
口

の
大
き
な
、
個
性
の
強
そ
う
な
美
人
だ
っ
た
。

 　
そ
れ
か
ら
私
は
久
坂
葉
子
の
作
品
を
次
々
と
読
み
、

そ
の
早
熟
の
才
能
と
、
死
へ
の
飽
く
な
き
傾
斜
に
強
い

印
象
を
受
け
た
。

　
な
か
で
も
遺
作
と
な
っ
た
『
幾
度
目
か
の
最
期
』

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
記
●

﹇ティーハウス 

ムジカ
﹈で
の

 
運
命
の
出
会い 久

坂
部 

羊



は
、
恋
人
、
愛
人
、
契
約
上
の
婚
約
者
と
い
う
3
人
の

男
性
の
間
を
、
行
き
つ
も
ど
り
つ
し
な
が
ら
、
死
に
惹

か
れ
る
衝
動
を
、
手
紙
の
形
で
赤
裸
々
に
綴
っ
た
作
品

で
、
3
日
で
1
0
0
枚
近
い
原
稿
を
書
き
上
げ
た
大
晦

日
、
原
稿
を
恋
人
に
渡
し
た
あ
と
、
予
告
通
り
に
自
死

を
遂
げ
た
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
作
品
だ
っ
た
。

　
私
が
久
坂
葉
子
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ム
ジ
カ

の
ス
ケ
ッ
チ
の
こ
と
も
、『
幾
度
目
か
の
最
期
』
の
な

か
に
登
場
す
る
。

 

　
喫
茶
店
の
主
人
が
、
い
た
ず
ら
が
き
帳
を
も
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。
何
か
か
い
て
下
さ
い
と
。
私
は

ホ
ッ
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
を
の
ん
で
い
た
し
、
多
少
、
私

の
死
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
た
の
で
、
い
た
ず
ら

書
き
を
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
皿
に
絵
を
か
く
調
子

で
、
さ
ら
さ
ら
と
、
海
の
中
の
と
、
花
鳥
の
群
と
を
。

 　
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
も
う
一
度
あ
の
ス
ケ
ッ

チ
を
ど
う
し
て
も
見
た
く
な
り
、
移
転
し
た
ム
ジ
カ
を

探
し
出
し
て
訪
ね
た
。
す
る
と
、
ス
ケ
ッ
チ
は
レ
ジ
の

後
ろ
の
壁
に
額
装
し
て
飾
ら
れ
て
い
た
。
黄
ば
ん
だ
紙

に
、
前
に
見
た
の
と
同
じ
闊
達
な
線
と
再
会
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
は
マ
ス
タ
ー
の
堀
江
敏
樹
氏
に
直
訴

し
て
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
取
ら
せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

堀
江
氏
は
私
の
熱
意
に
負
け
た
の
か
、
快
く
承
諾
し
て

く
れ
た
。

　
当
時
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
は
ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、

大
阪
で
は
梅
田
の
紀
伊
国
屋
く
ら
い
で
し
か
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
上
質
紙
へ
の
転
写
で
、
時
間
も
1
枚

10
分
く
ら
い
か
か
り
、
値
段
も
千
円
以
上
し
た
。
私
は

預
か
っ
た
額
2
枚
を
宝
の
地
図
の
よ
う
に
胸
に
抱
き
、

人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
、
堂
島
か

ら
梅
田
ま
で
歩
い
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
コ
ピ
ー
を
手
に
し
た
と
き
、
私
は
そ

れ
が
彼
女
の
死
の
2
週
間
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
て
、
興
奮
と
胸
騒
ぎ
に
駆
ら
れ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

 　
久
坂
葉
子
が
堂
島
界
隈
に
出
没
し
て
い
た
の
は
、
彼

女
の
師
に
あ
た
る
富
士
正
晴
が
、
当
時
、
堂
島
の
毎
日

新
聞
社
の
資
料
室
で
嘱
託
と
し
て
働
い
て
い
た
か
ら
だ
。

﹇
ム
ジ
カ
﹈
で
も
何
度
か
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
ら

し
い
。

　
私
は
富
士
氏
に
葉
書
を
書
き
、
久
坂
葉
子
に
興
味
が

あ
る
こ
と
、
自
分
も
小
説
家
を
志
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
書
き
送
っ
た
。
そ
し
て
何
通
目
か
で
許
可
を
得
て
、

茨
木
市
安
威
の
富
士
宅
を
訪
ね
た
。

　
「
竹
林
の
隠
者
」
と
称
さ
れ
る
富
士
正
晴
は
、
当
時
、

齢
70
の
白
髪
頭
な
が
ら
、
奇
妙
な
生
気
に
満
ち
、「
1

週
間
ぶ
っ
通
し
で
二
日
酔
い
や
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

私
に
ビ
ー
ル
を
注
い
で
く
れ
た
。
そ
の
グ
ラ
ス
の
底
か

ら
は
、
先
客
が
残
し
た
ら
し
い
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
舞

い
上
が
っ
た
。

　
富
士
氏
は
久
坂
葉
子
の
死
の
直
後
に
、
そ
の
部
屋
に

彼
女
の
幽
霊
が
現
れ
た
話
を
し
て
く
れ
、
私
の
肩
の
後

ろ
あ
た
り
を
指
し
て
、「
そ
こ
に
ぼ
う
っ
と
出
て
き
は

っ
た
ん
や
」
と
言
っ
た
。

　
何
度
か
通
う
う
ち
に
、
富
士
氏
の
主
催
で
久
坂
葉
子

も
参
加
し
て
い
て
い
た
『
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
』
と
い
う
同

人
雑
誌
の
例
会
に
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
し
ば
ら
く
し

て
同
人
に
し
て
も
ら
っ
た
。

　
私
が
久
坂
葉
子
に
特
別
惹
か
れ
た
の
は
、
医
師
と
し

て
常
に
患
者
の
死
と
向
き
合
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
死
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
忌
ま
わ
し
い
も
の
。
そ

う
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
と
き
ど
き
、
死
に
あ
ま
り
抵

抗
せ
ず
、
大
袈
裟
に
嘆
い
た
り
し
な
い
患
者
が
い
る
。

死
を
喜
ぶ
わ
け
で
は
な
い
が
、
泰
然
と
受
け
入
れ
て
い

る
感
じ
だ
。
そ
う
い
う
患
者
は
、
死
を
忌
み
嫌
う
人
よ

り
、
は
る
か
に
安
ら
か
に
死
ん
で
い
た
。

　
死
の
神
秘
と
魅
力
。
私
自
身
も
、
そ
れ
に
惹
か
れ
る

気
持
が
あ
り
、
久
坂
葉
子
の
作
品
に
興
味
を
持
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
後
も
私
は
久
坂
葉
子
の
お
っ
か
け
を
続
け
、
そ

の
こ
ろ
ま
だ
存
命
だ
っ
た
久
坂
葉
子
の
兄
、
弟
、
伯

母
、
同
級
生
な
ど
を
訪
ね
、
貴
重
な
証
言
を
得
た
。『
幾

度
目
か
の
最
期
』
の
手
紙
の
相
手
、「
熊
野
の
伯
母
様
」

に
も
２
度
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
資
料
は
今
も
私
の
部
屋
に
眠
っ
て
い
る
。

い
つ
か
上
梓
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

 　
最
後
に
、
私
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
。

こ
れ
は
久
坂
葉
子
に
も
由
来
す
る
が
、
も
う
一
つ
謂
わ

れ
が
あ
る
。
私
の
本
名
が「
久
家
」で
、母
の
旧
姓
が「
坂

部
」
な
の
で
、
ふ
た
つ
を
合
さ
せ
た
の
だ
。
名
前
は
私

の
干
支
に
よ
る
。
そ
れ
で
「
久
坂
部
羊
」。

　
た
ま
に
、「
久
坂
・
部
羊
」
と
読
む
人
が
い
る
ら
し

い
が
、
お
ま
ち
が
え
な
く
。
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誌
15
号
で
紹
介
し
た
写
真
家
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
前
田
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
橋
の
捜
索
依
頼
で
あ
る
。「
お
爺
ち
ゃ

ん
が
戦
前
に
撮
っ
た
あ
る
橋
を
探
し
て
い
ま

す
。
中
之
島
の
越
中
橋
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
が
、
確
証
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
か

手
立
て
は
な
い
も
ん
で
し
ょ
う
か
」。

前
田
さ
ん
は
、
祖
父
が
遺
し
た
写
真
の
中
の

風
景
を
訪
ね
、
同
じ
場
所
か
ら
同
じ
ア
ン
グ

ル
で
、
現
在
の
風
景
を
切
り
取
る
こ
と
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
る
。

戦
前
と
現
代
、
２
枚
の
写
真

を
通
じ
て
亡
き
祖
父
と
対
話

す
る
の
が
目
的
だ
か
ら
、「
た

ぶ
ん
こ
こ
だ
ろ
う
」
と
い
う

ユ
ル
さ
は
無
用
で
あ
る
。

そ
の
写
真
で
は
、
親
柱
に
橋

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る

が
、
は
っ
き
り
読
め
な
い
。
手
掛
か
り
は
橋

の
た
も
と
の
建
物
。
壁
面
に
「
三
菱
倉
庫
」

と
あ
る
。
前
田
さ
ん

は
当
初
、
川
口
辺
り

の
倉
庫
街
に
見
当
を

つ
け
て
歩
き
回
っ
た

と
い
う
。
も
ち
ろ
ん

同
社
に
も
問
い
合
わ

せ
た
が
、「
古
い
話

な
ん
で
分
か
り
ま
せ

ん
」。
や
が
て
、
廃
藩
置
県
後
に
藩
の
蔵
屋

敷
が
財
閥
系
企
業
の
倉
庫
と
な
っ
た
こ
と
を

知
り
、
改
め
て
中
之
島
を
歩
く
う
ち
、
越
中

橋
に
ピ
ン
と
来
た
の
だ
と
い
う
。
が
、
越
中

橋
は
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
に
か
さ
上
げ

さ
れ
、
往
時
の
面
影
は
な
い
…
。

称
ナ
カ
ノ
シ
マ
ニ
ア
の
メ
ン
ツ
に
か

け
て
『
月
刊
島
民
』
は
考
え
た
。
橋

と
い
え
ば
、
ぽ
む
企
画
で
あ
る
。
本
誌
８
号

の
連
載
「
橋
の
話
を
し
よ
う
」
を
読
み
返
す

と
、お
お
！
ま
さ
に
ビ
ン
ゴ
。「（
越
中
橋
の
）

昭
和
初
期
の
写
真
を
見
る
と
、
北
詰
に
は
三

菱
倉
庫
と
住
友
倉
庫
が
…
」
と
あ
る
。
さ
っ

そ
く
そ
の
写
真
の
出
典
を
尋
ね
、『
水
の
都
・

橋
の
都
』
と
い
う
本
に
載
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
も
ら
う
。
ぽ
む
企
画
か
ら
の
メ
ー
ル

に
あ
っ
た
一
文
が
う
れ
し
い
。「
レ
ン
ジ
ャ

ー
前
田
さ
ん
の
活
動
、
応
援
し
ま
す
！
」。

前
田
さ
ん
と
中
之
島
図
書
館
で
そ
の
本
を
開

く
と
、
お
爺
さ
ん
の
撮
っ
た
風
景
と
ほ
ぼ
同

じ
構
図
の
写
真
が
あ
っ
た
。「
う
わ
あ
、
こ

り
ゃ
ド
ン
ピ
シ
ャ
や
ね
」
と
興
奮
気
味
の
前

田
さ
ん
。
足
掛
け
３
年
の
探
索
が
実
っ
た
の

だ
か
ら
当
然
だ
。
こ
ち
ら
も
大
仕
事
を
為
し

た
よ
う
な
気
が
し
て
誇
ら
し
い
。
メ
ー
ル
で

問
い
合
わ
せ
た
だ
け
な
の
に
…
。

と
も
か
く
、
こ
う
し
て
「
お
爺
ち
ゃ
ん
と
俺

の
二
人
展
」
に
新
た
な
１
枚
が
加
わ
っ
た
。

70
年
以
上
の
時
を
隔
て
た
越
中
橋
の
姿
は
、

前
田
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
で
近
日
公
開
さ
れ
る
。

捜
索・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

島
民
リレー
捜
索
で
、

昭
和の
橋
を
特
定
で
き
た
。

撮影中の前田さん。「特別有名でもない
橋を撮ることで、お爺ちゃんは、大阪
の日常の風景を残したかったのかもね」。

祖父の写真と同じアングルで前田さんが撮った現在の越中橋。左手の住
友病院の場所に三菱倉庫があった。もとは肥後熊本藩の蔵屋敷だったと
いう。

前田さんが約３年前から取り組むライフワーク。祖父が撮った大阪や京
都の風景を追い、ブログ（http://model-k.blog.so-net.ne.jp/）や講演
会などで公開している。５月●日には、ナカノシマ大学の特別授業として、
前田さんの写真講座を開催。10時30分から、淀屋橋の近代建築「芝川
ビル」４階で。講演の後には、前田さんと共に中之島界隈を歩く写真撮
影ツアーも！●参加費2,500円。申し込みはメールか電話・ファックスで
月刊島民編集部まで。詳細はＰ9にて。

開催します! ナカノシマ大学EXTRA
講座&フォトトリップ「お爺ちゃんと俺の二人展」

本

自



取材・文／大迫 力（本誌）

第14回

［カフェ リヨン］@朝日ビル

　渡辺橋の南詰に建つ朝日
ビルの外観を見ると、いつ
も不思議な気分になる。水
平ラインを強調し、美しく
弧を描くデザインは明ら
かに今でも新しく格好い
い。けれど、竣工したのは
満州事変が起こった昭和6
年（1931）。当時の人々が
見上げた視線は憧れと驚き
に満ちていたに違いない。

　そんな朝日ビルの地下にある［カフェ リヨン］で最近人
気を呼んでいるのが「中之島カレー」。実はこのカレー、戦
後の連合軍による接収を終えた大阪国際空港から初めて飛
んだ日本の民間機に、乗員食として「同乗」していたとい
う逸話を持つ。
　なぜ機内食のカレーが中之島とつながるのか。その答え
は昭和27年（1952）にさかのぼる。接収後の大阪国際空
港の機内食事業を引き受けた朝日新聞社は、大阪と福岡を
結ぶ飛行機に、同社の従業員食堂で作った料理を運んだ。
これがきっかけとなり、昭和36年に生まれたのが、この［カ
フェリヨン］を経営する朝日エアポートサービスという子
会社だったのだ。
　同社創業時に総料理長が考案した水を一滴も使わないカ
レーは、常客や乗務員からの好評を博した。「他では食べら
れないのか」との問い合わせも多く、ついに空港以外の店
舗でも出すことになったそうだ。「ブランド化するなら、発
祥の地である中之島にちなんだネーミングにしたかった」
と、同社店舗企画マネージャーの石原秀幸さん。野菜をた
っぷり使ったコクのある味は、なるほど人気を呼ぶのもう
なずける。じわじわと効いてくる辛さと一緒に、中之島の
知られざる歴史を噛みしめた。

80歳の最先端ビルに
帰ってきた、
〝空飛ぶカレー。

朝はモーニング、昼はランチセッ
トと正しきオフィス街の喫茶店で
ある。今後は夜のメニューも充実
させる予定だそう。ブレンドコーヒ
ー350円、日替わりランチ700円。
Ｔ06-6226-5470　7:00AM ～
6:00PM　土・日・祝休

カフェ リヨン

玉ねぎをベースにした甘みと、後
からだんだんと効いてくるスパイ
スの辛さが良いバランス。食後
にはアイスコーヒーがとても合う。
750円。もともとは「ジャワカレー」
の名で出されていたそうだ。

新聞記者など朝日ビルで働く従業
員の御用達。そのほか、朝日カル
チャーセンターの受講者も多い。



大
坂
町
人
、「
残
念
さ
ん
」に
喝
采
。

　
幕
末
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
７
月
19

日
、
倒
幕
を
叫
ぶ
長
州
軍
が
京
都
に
乗
り
込

も
う
と
し
、
薩
摩
・
会
津
軍
と
ぶ
つ
か
っ
た
。

禁
門
の
変
で
あ
る
。
長
州
側
は
敗
軍
と
な
り

散
り
散
り
に
京
か
ら
逃
れ
る
は
め
に
な
っ
た
。

　
そ
の
中
に
淀
川
を
船
で
逃
れ
る
46
名
の
長

州
藩
士
た
ち
が
い
た
。
夜
通
し
下
っ
て
大
川

へ
。
八
軒
家
は
人
目
に
付
く
の
で
、
桜
宮
で

上
陸
し
よ
う
と
し
た
。
が
、
既
に
幕
命
帯
び

た
捕
り
手
が
待
ち
か
ま
え
て
お
り
一
斉
に
捕

縛
さ
れ
た
。

　
そ
の
時
、「
ド
ボ
ン
ッ
」「
一
人
逃
げ
た
ぞ
」

「
ど
こ
だ
」。
逃
れ
た
の
は
山
本
文
之
助
。
29

歳
。
長
州
の
軽
輩
侍
で
あ
る
。
山
本
は
大
川

を
下
流
へ
泳
ぎ
、
推
測
で
あ
る
が
、
天
神
橋

界
隈
で
小
舟
を
奪
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
あ
の
人
は
長
州
の
人
で
っ
せ
」「
幕
府
に
楯

突
い
て
失
敗
し
な
す
っ
た
ん
や
」
と
大
坂
の

人
た
ち
。
誰
も
密
告
し
よ
う
と
す
る
者
は
い

な
か
っ
た
。

　
山
本
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
尼
崎
ま

で
き
た
。
こ
こ
は
長
州
と
同
志
で
あ
る
と
聞

い
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
尼
崎
は
幕
府

側
に
寝
返
っ
て
い
た
。
捕
ま
っ
た
。
山
本
は

「
残
念
じ
ゃ
ー
！
」
と
叫
ん
で
、
隙
を
見
て

短
刀
で
自
刃
し
た
。「
残
念
や
っ
た
ろ
う
な

ぁ
」
と
市
民
が
墓
を
建
立
し
た
。

　
そ
の
直
後
か
ら
で
あ
る
。
大
坂
の
人
た
ち

が
「
残
念
さ
ん
」
詣
で
を
始
め
た
。
大
坂
か

ら
尼
崎
ま
で
数
里
に
わ
た
る
参
拝
の
行
列
が

連
な
っ
た
と
も
言
う
。

「
何
が
将
軍
じ
ゃ
。
暮
ら
し
は
ド
ン
ド
ン
悪

な
る
の
に
。
そ
れ
を
糾
そ
う
と
し
て
亡
く
な

っ
た
の
は
ホ
ン
マ
に
残
念
や
っ
た
や
ろ
な

ぁ
」。
山
本
の
「
残
念
」
と
い
う
末
期
の
叫

び
が
大
坂
人
の
心
情
と
ピ
タ
リ
と
重
な
っ
た

の
で
あ
る
。　
　

　
お
上
は
「
残
念
さ
ん
詣
り
」
を
禁
止
し
た

が
、「
ア
ホ
、
止
め
と
言
わ
れ
て
止
め
る
よ

う
な
者
ら
と
違
う
」「
何
し
ろ
、
ワ
シ
ら
は

大
坂
人
や
で
」
と
相
手
に
し
な
か
っ
た
と
い

う
。
き
ょ
く
ど
う
・
な
ん
か
い　

１
９
６
４
年
、
兵
庫
県
加
古
川
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
卒

業
前
（
１
９
８
９
年
）
に
三
代
目
旭
堂
南
陵
に
弟
子
入

り
。
１
９
９
８
年
大
阪
市
よ
り
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
授
賞
。

得
意
ネ
タ
に「
太
閤
記
」「
難
波
戦
記
」「
浪
花
侠
客
伝
」「
天

満
宮
霊
験
記
」
な
ど
。

上
方
講
談
師
・
旭
堂
南
海
の第

十
二
回

山本文之助の墓は大物
公園の東にある共同墓
地内に。現在も願掛け
や入学祈願に訪れる人
がいるという。

　俺はしばらく中之島へ行っていない。ずっと
京都にいる。こないだも（このあいだがこない
だとなるねんな）祇園四条から京阪電車に乗っ
て中書島へ散髪をしに行ったあと、ヒマだった
ので特急（丹波橋や中書島に特急が停まるなん
て最近まで知らなんだ）に乗って中之島の［リ
ーチバー］まで行ったろかと思ったが足は三条
方面を向いていた。最近どうも大阪が遠い。東
京なんてもっと遠い。
　特急も急行も停まる中書島だけど各駅停車が
来たのでその緑色な電車に乗った。そしてその
各駅停車は俺が大好きな京阪三羽ガラスの駅、
「墨染」「藤森」「深草」を一駅ずつていねいに
停まっていった。
　三条で降りて三条大橋でタワシを買ってから
［タバーン・シンプソン］で一杯飲むか、四条
で降りて［百練］ですぐきをアテにして熱燗を
飲むかどっちにしようかと思いながら窓の外を
見ていたら、電車は東福寺駅手前の銀河京阪た
そがれのカーブをちょうど通過した。　
　俺はなんだか無性に腹が減ってきた。悲しい
時に腹は減らないが、泣きたいけれど何故泣き
たいのかさえわからない時に俺はいつも腹が減
る。それは腹が減ったという信号に気をとられ
ることで、余計なこといわゆる出口のないモヤ
モヤゾーンに入らないように俺の身体がそうい
う風にしているのだと思う。実に優秀な身体で
ある。
　その身体の指示に従って俺は［北京亭］に行
くことに決めた。あのレバニラ炒めが目に浮か
ぶ。ちょうど［北京亭］は清水五条にある。な
んというラッキー。俺が中書島で特急や急行に
乗っていたら清水五条で降りる選択肢はなかっ
た。七条で乗り換えればいいのだけれどレバニ
ラ炒めを食いたいために電車を乗り換える男に
はなりたくない。いや、もうそんな男になって
いるからさらにそんな男になりたくない。
　結局五条駅で降りて［北京亭］に行こうとし
たがその途中にある［ラーメン藤］にフッと入
ってしまった。昔から染みついた呪縛はなかな
かほどけない。星一徹は、星飛雄馬の大リーグ
ボール２号いわゆる消える魔球を見て「大リー
グボール２号は風に弱い」と宣言したが、そん
な星一徹風いわゆる梶原一騎的に宣言するとす
れば「バッキー井上は塩に弱い」ということか。
いや「バッキー井上は脂に弱い」ということか。
　塩がきいて脂的なものがある食い物はうまい。
うまくてたまらん。それにしても行きがかりじ
ょうはシアワセをどんどん運んでくれる。うー
ん、今回も深い話になったな。

ばっきー・いのうえ　京都・錦市場の漬物店
［錦・高倉屋］店主にして日本初の酒場ライター。
雑誌『Meets Regional』などで名フレーズを
量産中。近著『京都 店 特撰』が絶賛発売中。

其の七
俺が塩と脂に弱いのは、

そんな風に育ったからである。

また来てしもたわ、
あー中之島。バッキー・

イノウエ
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大阪大学
中之島センター
（Ｐ10）

4/16、5/20
ナカノシマ大学
開催!

4/16、5/20
ナカノシマ大学
開催!

ほたるまち

堂島リバーフォーラム

ABC朝日放送

国立国際美術館

越中橋（Ｐ20）

朝日
カルチャー
センター
（朝日新聞ビル
5F・Ｐ7）

カフェリヨン
（朝日ビルB1・Ｐ21）

ティーハウスムジカ（Ｐ14）

適塾（Ｐ3・6）

芝川ビル（Ｐ10）

ジュンク堂書店
梅田ヒルトン
プラザ店

4/16まで
中沢新一×釈徹宗
フェア開催中!

4/16まで
中沢新一×釈徹宗
フェア開催中!

京阪電車関連：京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
書店：ブックファースト梅田店／旭屋書店 本店／旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ブックファース
ト 淀屋橋店／文教堂書店淀屋橋店／福家書店 淀屋橋店／天牛堺書店 大江橋店／紀伊國屋書店 本町店／ジュンク堂書店天満橋店／アバンティBC OMMビル店／紀伊國屋書店 京橋店／
隆祥館書店／なんば書店カルチャーコーナー　
公共施設・大学関連施設ほか：大阪市中央公会堂／府立中之島図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪市立中央図書館／大阪歴史博物館／大阪狭山市立図書館／奈良県立図書情報館／
大阪国際会議場／市立住まい情報センター／大阪商工会議所／大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪企業家ミュージアム／味の素 食のライブラリー／朝日カルチャーセンター／大
阪大学中之島センター／大阪大学本部／大阪大学21世紀懐徳堂／摂南大学地域連携センター／慶應大阪リバーサイドキャンパス／追手門学院 大阪城スクエア／追手門学院 大手前センタ
ー／専門学校中の島美術学院／大阪工業技術専門学校／ろうきんギャラリー心斎橋／大阪倶楽部／芝川ビル／N4タワーマンションパビリオン／ホテルNCB／ABC朝日放送／大阪フィ
ルハーモニー会館
店舗・医院など：江戸前鰻料理 志津可／ラ・クッカーニャ／アリアラスカ マーブルトレ／MANGUEIRA／Girond's JR／じろう亭／ミニジロー／黒門さかえ／花かつ／ティーハウス
ムジカ／MJB珈琲／平岡珈琲店／喫茶SAWA／アンドール本町本店／あじさい／BAR THE TIME 天神／タバーン・シンプソン／パストラーレ／LES LESTON／大西洋服店／上町貸自
転車／ザ・メロディ／セブンイレブン大阪証券取引所店／吉田理容所／たまがわ鍼灸整骨院／宮崎歯科／心斎橋山田兄弟歯科／東郷歯科医院／ネイルサロンスワンナ

『月刊島民』はここでもらえます。

2008年8月に創刊した『月刊島民』。大きな支持をいただいていることは、「バックナンバーありませんか？」と月刊島民プレスを訪ねてくる方々の多さからも伝わってきます。さて、そ
のバックナンバーにつきまして、1冊につき100円をいただくこととなりました。号を重ねていくうちに保管用のスペースが必要となり、そのための維持管理費を負担していただく形です。
何卒、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。お問い合わせは下記の電話番号まで。

バックナンバーお譲りします。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）
　
松本 創　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4
階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山●慎太郎　

大「島民」 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

次号予告 ミュージアムを味わう
意外と灯台もと暗し？ 中之島にいながら、
数ある博物館・美術館に行ったことない人も多いのでは。
今年の連休はぜひ、中之島で過ごしましょう。
●『月刊島民』vol.22は2010年5月１日発行です！
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